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岡山縣津山東部炭田日本原地区調査

　　　　　　1．要　旨
第三紀中新世の植月累暦（Uetsuki勧r瓢ation）中に亜

淡層が來在するQ本地域では贋謂第三紀暦は広く分布し

ているが，亜炭は基盤岩表面の窪地にのみ存在してい

る。これは第三系が水平厨で覆蔽現象を呈しており，而

も亜淡は第三系の下部のみに爽在している爲である。

亜炭は日本原ゐ各所に皿を並べた檬に秀布している。　『

商山・高根・植月・豊田の｛炭鉱で亜炭を稼行しているが，

各月産数百t（300’》600t程度）の炭鉱である。当地域に

は更に開発すべき箇所が数ヵ所残つている◎

高根炭鉱では李均炭厚57cm，炭種は炭質亜淡，発熱

量4，370cal（良質部）・準定可操炭量．18・000tである。

調査は昭和22年4月10～15日に行われたo

その他の淡鉱に関しては，浜野接嘗の報告がある。

　　　　2・位置，区域，交通
調査地は津山市の東方約4km，姫新線勝問田駅の北

方4kmの区域で，東西10km，南北4kmで広野村河
面の岡山炭鉱植囲村高根の高根淡鉱同ビく植月村の植

月炭鉱及び豊田村陣の豊田炭鉱を含む。調査地より・津

山，勝聞田及び因美線の高野駅に通ずる自動車道路が発

達しているので交通は便利である。　『

　　　　　　3．地　形
当地には比高50m以下の傾斜の緩い李頂丘が連続し

ており，丘頂面は北に高く，南西部に低い古い早原の名

残を止めている。F日本原附近には標高180《・230斑に亘

る平坦面上に過去の湖の遺物と思われる礫層が広く発達、

している。地形と炭暦との特殊な関係はない◎

地形は作業上及び蓮搬上に困難を與えるようなことは

ない0

　　　　　　4．地　質
〔地質概説〕

植月累層ほ標式地の植月統（地球，14巻故竹山学士

命名）であつて，不整合関係を域つて基盤岩を被覆して

いる。植月累層は略々水平に分布してお砂，その厚さは

50m以下である。基盤岩は古生界の輝緑凝友岩・千枚

岩又は中生界の砂岩であつて，当地域一帯に亘り地表下’

　　　　　ド『饗1。1…

L
　　第1圖・漁肉市東部日本原の植、月累雇分布圖
（三）欄懸（2矯殿儂（3凋蝦暖咽脇蕨炭第辮膳（種礪）蔚ぐ糊三系（欄累層）の誤り）
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浅所に分布している関係上，所々にその

片鱗を現わし，谷間の如き低地には屡々

小範囲に露出している。植月累暦は覆蔽

現象を示しているので，不整合面は観察

する事が出来ても・第三系の下部は地表

から観察し難い事が多い。

植月累層の時代は含有化石上下部中新

世とも云われ，叉中部中新世とも云われ

ている。化石は炭暦附近の頁岩及び砂岩

中に特に豊富に介在する◎植月累暦及び

古生界の上には・厚さ数皿の礫暦が水平

に（不整合関係を以つて）のつている事が

あるが，これは当地域が中新世後に一時

湖水化された時の堆積物であろう。

　この地厨は巳本原に見られるので，日

本原層（Nihonhara　formation）　と呼誌：事

とする。時代は明かでないが本層は一見

更新期に属するものの様である。從来の

植月統と津山統は上下関係を有すると云

うよりはむしろ岩相変化にもとづく区別

であると考えられるのでこれらを一括し

て植月暦累と呼ぶことにしたo

　〔地質構造〕

　著しく摺曲断裂している古生界の上に

中新世の植月累層が不整合関係を以つて

のつており，植月累層は殆んど水平で牛

戯孚淡水性の化石を含有し，覆蔽現象を

示している。植月累暦の砂岩及び細粒礫

岩中には，顯著な爲暦が発達し七いて，・

局部的には180位の偲傾斜を示してお

り，叉不整合面に近接している地暦（海

岸線間近に出来た地暦）は海の方に向つ

て最大250位迄の洗積時の元々の傾籍を

有しているので，洗積微摺曲作用に依つ

て生じた傾斜は明らかでない◎調査区域

内では本累暦堆積後起つた著しい断暦は

見られないので，，摺曲作用もそれほど著

しくはなかつたと思われる。但し静かな

上昇蓮動は起ったに違いない。

　植月’累暦の上に不整合関係で来る日本

原層1は全くの水畢暦であるから，日本原▼

暦堆積後は全く摺曲作用はなかつたと思

われる。

　〔來淡暦〕

　爽淡層二植月累層の岩質は下部15m
は礫岩，その上位に亜炭を挾む厚さ数飢



第 1 表

津山市東方岡山炭砿炭暦の上盤頁岩中の化石
Vicarya　callosa　Jenkins・

Tateiwaまa　tateiwai（Makiyama〉

　　ケ　　　　yamanarii　（　　〃　　）

Cultellus　izumoensls　Yokoyama

Brach量dontes　sp．

Moere1！a　（Fabulina）　sp．

うに，かに，植物化石

他の地域（楢，森原）

Opercu1血a　co皿Planata　japonica　Ilanzawa

Globularia　sp．

Ostrea　sp。

Tellinasp．

Dentalium　sp．

の友色砂質頁岩乃頚岩が来て，その上位には偽層の著

しく発達した厚さ数mの粗粒砂岩及び細礫砂岩が来

る。更に上位には中粒表び細粒の砂岩が発達しており，所

々に友色頁岩及び礫岩の薄い暦が來在している。來淡層

は厚さ50m以下で殆んど水ZFに分布しており，西は勝

田郡広野村河面から東は豊田村陣に亘り，日本原一帯に

広く発達している。本暦は広島縣比婆郡庄原町，西城町・

及び東城町附近に発達する所謂中新統と含有化石上完全

に対．比されるo

　〔基盤岩暦及び被覆岩暦〕

　基盤岩は古生界の輝緑凝友岩・千枚岩・中生界の砂岩及1

び閃緑岩等であつて，顯著な摺曲及び断暦蓮動をうけて

～｛るo被覆岩は第四紀の礫暦と思われる厚さ数mの日

本原暦である。

　爽炭層叉は炭層に直接関係のある火成岩ほない・

　炭層の上暦に粗粒の花闘岩質砂岩が発達しているが，

これは附近の第三紀前の花嵩岩より由来したものであ

り，叉炭層の上位には凝友質岩が在るが，この根源に関

しては不明である◎

　　　　　　　　　5．炭　　暦

　炭厨は一暦で基底より5～15m上位に在る。爽淡層

が覆蔽親象を示しているので，地上の概査のみでは炭暦

の延長及び発達状況を広範囲に亘つて詳かにする事は出

来ない。

　局部的に淡暦を観察した処に依れば，当地域の淡暦は

不整合面の数多の凹処に皿状に発達しており，必ずしも

一・蓮りものではないo

　斯様な炭層は広野村河面の岡山炭鉱附近，広野村近長

附近，勝加茂村上村附近，植丹村の高根旋鉱附近，・同じ

く植月1炭鉱附近，同じく土井附近，同じく森原附近，豊

田村陣附近その他の箇所に発達している◎

　岡山淡鉱附近，植月炭鉱附近及び豊田炭鉱附近の炭柱

図及び分布図は浜野，向井両技官の岡山縣日本原地区亜

炭鉱床調査報告（昭和餅年）に詳しく記載してあるo

　高根炭鉱，古吉野村土井旧坑口，道路側露頭及び下町

川における露頭の炭柱図は別表に示す。

　古吉野村小学校附近，石生及び森原附近の多数の井戸

及び土木土事等で，地表」ド10m以内に厚さ数10cm

の亜炭が亥色頁岩中に來在している事が認められてい

る。露頭はないが下町川及び土井の亜炭と同一暦準のも

のである事が推定されるQ上下盤はしっかりした友色頁

岩であつて，坑道堀進には好都合である。

　　　　　　　　6．濃種及び炭質

　〔炭種〕亜炭一級炎　淡質亜炎

・〔肉眼的観察〕黒，光沢中，暗炭中に輝炭の縞があるo

風化しやすい，靱度は中位。着来及び燃焼しやすい。焔

は長い。

　〔分析結果〕

野友分揮発分難硫黄欝量次の色
　7．3823．47‘34．2434．911．68　4，730　淡福

　コークス性1伏……粘結せず

　〔用途〕．普通燃料，

　　　　　　　　　7．炭　　量

　高根炭鉱推定炭量

　面積220（m）×120（m）＝26，4001n2

　炭厚平均　57cm

　比　　重　1あ

　炭　　量＝26，400t×0・57×1・5＝22，572t

　可採率＝80％

　推定可操淡量＝18，000t

　　　　　　　　　8．稼行獣況

　〔稼行炭暦〕一層のみで墓盤岩に接近して賦存する。・

　〔調査地域内の淡鉱〕・岡山・高根・植月・豊田の4淡鉱

である。　　　　　　　　　・

　〔開発程度及び出炭量〕

　岡山，植月，豊田炭鉱は略

　高根炭鑛

　勝由郡植月村高根に在る高根炭鉱は，姫新線勝間田駅

より7kmの箇所に位し，その出炭量は現在日産20t

程度で開発に着手したばかりであるが，将来炭鉱諸施設

及び蓮搬法を改良する事に依り，出炭量を壇大させる事

61一（125）
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第3圖　高根炭鑛地質柱状圖

が容易である。亜淡は坑内で手堀されたものが後押車で

坑口に蓮ばれ，貯炭場迄350mの間を，牛車によつて渾

ばれ，貯炭場よ．り貨物自動車で東津山駅（質km）へ搬出

されている。坑道は沿暦水耶坑道であつゼ，天盤は堅い

頁岩で出水は少い爲めに探淡は容易である。昭和22年．

現在30数名が出炭に從事しており，選炭は女子の手選

に依る。炭暦は当地の來淡層の基盤をなす輝緑凝荻岩の

上数mの層準に位し，略々水卒に附近一幣に分布してお

り，坑内で・は淡厚（炭3ヒ）婆0～68cm，畢均57cmあるo

　炭質も一見良好で，坑内より搬出された塊炭は｛，700

ca1丙外の発熱量を有するものと思われる。淡暦の分布

区域は梢々狭少の憾があるが，試錐によつて地質調i査を

行えば，将来更に確定亜炭賦存区域を拡大する事が可能

である。

　　　　　　　騒．結　 論

　岡山炭鉱より豊田炭鉱に亘る概略60km2の区域は，

亜炭分布小盆地の連続であつて，淡厚及び炭質は局部的

、に差異の出来る事は当然の事であるが∫それらを綜合し

た全埋藏量は予想数百万tに達する。各区域（盤地）に亘

つて統一のある開発を施行すれば，この地の操淡事業ぱ

威功するであろう。群小事業者が各自の狭い銃区の限ら

れた面積内で無理な採掘を続けているのは不便である0

　1，2の例を示すと，下町川南方の古吉野地区には炭厚’

60cln以上の露頭があり、，柵略数万tの亜炭埋藏が予想

され葛が，・その附近は從来数多くの業者が探鉱した跡が

あり，着炭しておりながら設備不完全の爲に出水・蓮搬

困難その他の障害に災されて，止むをえずこれを放棄し

た事情が到明した。叉植月炭鉱も（埋藏量1方数千t），，

鉱区狭小と炭暦賦存状態が前記の通り，ノ」、盆地式である

爲に鉱区丙に炭厚56cmに及ぶ亜淡を確認しながらも，

理想的に探炭する事が不可能な状態にあるo

　　　　　　　　　　（竹原卒一，中村久由）

553．6i1．6：550．8（52L81）：622。1

．島取縣‘紳戸村ベントナイト

調査報告

　紳戸村一帯は石英粗面岩の滋出に俘う同質の角礫擬次

岩の地幣である。この角礫擬荻岩が第三紀末の温泉作用

に依る熱水変化を受けたのが，紳戸ベントナイトの成因

であるoその熱水変化の区域は相当広範囲に及ぶものの

様であるが，踏査の範囲では上砂見，大湯棚を中心とし

た東西1．5km，南北1kmの1り500，000m2に及んでい

る。その中で企業の対象となり得るベントナイトの埋藏

童は土，800，000殖位であろ％その品位性質！こ就ては，

なお今後の試験め結果に侯たなければならぬが，吸着性

の強いことと膠状微齢性は，蓋し山形縣・新潟縣産の一級

品に互するものと考えてよかろうQ．比較的蓮搬の便利な

位置にあり，採掘の容易なこととは企業の点に非常に有

利であ鱈大量生産も可能であると考える

　　　　　　　　　（加藤　信，甲藤次郡）

553。96：550・8（521、84）：622・1

廣島縣輻山一尾，道地匠調査報告

L要旨尾ソ道市の北方の1kmの向山附近及び編山市編山市
東方の引野村．春日村には稼行に堪える亜炭は無い。薦

山市の西北西約⑳kmの蓋品郡有磨村には第三紀暦中に

62一（126）



耶均炭厚45cmの炭質亜炭が水平に賦存する◎露頭部で

は質が悪いが坑内では良くなる見込であるo旧坑がある

が殆んど出炭していない推定可採炭量は2万漣である6

2・調査期聞、

　日召禾022年4月25．日～5月4日

3．位置．区域．交通

　調査地は尾ノ道駅の北方1k血の向山附近の面積2

数m2弱の区域，魑山市，及びその東方の市村．引野村，

1春日村に亘る面積10km2余の区域及び編山市の西北西

・約10k颯の藍品郡有磨村の面積約2km2め区域等であ

る。各区域共道路が発達していて交通が便利であるQ、
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4．地形
　第三紀暦分布区域は標高100m以下の低い丘陵地を成

し古生暦及び花嵩岩の露出区域は高い山地を成している

ので5万分之1地形図で両者の分布区域の区別が出来る

程である0

5．地質
　（a）地質概説

　古生居及びこれを貫く花崩岩の上に第三紀暦が不整合

関係を示してのつているQ第三紀暦は水平暦で覆蔽現象

を呈しており，大部分標高100m以下の低地に発達して

いる。（標高130ru以上に蓬する箇豚もある）。
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　その厚さは60m以下であつて

下部では礫岩が発達し上部では白

色頁岩及び砂岩が優勢であ．るo

　尾ノ道市向山及び編山市東方の

丘陵地には未だ亜炭の存在が発見

されていないが，麓品郡有麹に

は，基盤岩に接近して稼行に堪え

得る亜炭が挾在する。本地域の第

三紀層は堅硬でない荻色頁岩の礫

を各所に含んで居り’，この点庄原

附近の第三紀層と異るQ・本暦は化

石を含んでいないので時代は明か

でないが，友色頁岩の礫が中新統

の頁岩から由来したものとすれば

その時代は植月統より新しい事に

、なるo故竹山学士は“芦品郡有磨

村の距炭賦存地区について”に，

於て化石上下部洪積暦である浪形

層に本地域の地暦を対比した。

　　　　　　　　（竹原年一）
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